	分野
	総合分野（学校設定科目等）【上級】）

	教材の
タイトル
	有価証券報告書を活用した企業分析　
～有価証券報告書は企業分析の宝庫～

	教材からの学び
	１　ＥＤＩＮＥＴから有価証券報告書を閲覧する方法を知る。
２　有価証券報告書の見方を理解する。
３　有価証券報告書を活用して、さまざまな企業分析の方法を発見する。
４　数ある分析方法の中から、企業を分析するための重要項目を考察し、精査することができる。

	時間数
	２時間（講義とグループ学習１時間、ジグソー法でのグループ学習・探究１時間）

	授業の
進め方
	１時間目（講義及びグループワーク①）
＜講義＞
[bookmark: _Hlk183008385]・ＥＤＩＮＥＴを活用し、有価証券報告書を閲覧する方法を指導する（ネットワークによってはＥＤＩＮＥＴでの閲覧が難しい場合もあるので、その場合は企業ホームページのＩＲ情報から有価証券報告書を閲覧する）。
・有価証券報告書の見方について説明する。
＜グループワーク①＞
・グループワーク①では７人程度のグループを６グループつくる。有価証券報告書の分析箇所は３か所とし、２グループが同じ箇所を担当する。
・ワークシートの手順に従って、担当箇所で企業分析に使える箇所を見つける。
　（数を多く出す）。
・次回のグループワーク②（ジグソー法）にて説明ができるようにグループ内でまとめる（スプレッドシートに記入）。

２時間目（グループワーク②（ジグソー法））
＜ジグソー法＞
・グループワーク①でのメンバーがそれぞれ別れ、７つのグループを作る。グループワーク①で出た分析方法について説明する（各班同じ箇所を担当している生徒が２名いるので、２名で協力して説明する）。
・全ての説明が終わった後、よりよく企業分析する方法を精査し、最終的に五つほどに絞る。こちらは次回のビジネスプレゼンテーションの企業分析で使う指標とする。
＜振り返り・気付きの共有＞
・１時間目の終わりに、グループワーク①で出た分析方法についてスプレッドシートに記入する。
・２時間目の終わりに、最終的に精査された四つほどの分析方法をスプレッドシートに記入する。


[bookmark: _Hlk177476722]ティーチングノート



ジグソー法　有価証券報告書を活用した企業分析　～有価証券報告書は企業分析の宝庫～ティーチングノート


授業計画
■本単元の位置付け
ビジネス探究プログラム　発展学習

■本単元の目標
１時間目（講義、グループワーク①）
・教員はＥＤＩＮＥＴを活用し、有価証券報告書を閲覧する方法を指導する。それに従い、生徒はＥＤＩＮＥＴを用いて、有価証券報告書の閲覧方法を理解する。
・有価証券報告書を活用して、さまざまな企業分析の方法をより多く発見する。
・グループワーク②に向けて正確に発表できる準備をする。

　２時間目（グループワーク②（ジグソー法））
　・グループワーク①で出た内容を明確に、グループワーク②のメンバーに伝える。
　・数ある分析方法の中から、企業を分析するための重要項目を考察し、精査する。
　　精査の過程で、根拠をもって企業分析の方法を決定することができる。

■評価規準
【Ａ】知識・技術
  ・ＥＤＩＮＥＴから有価証券報告書を閲覧する方法を理解している。
[bookmark: _Hlk224303317]　・有価証券報告書の見方を理解し、企業分析に活用できそうな箇所を見つけ出している。
【Ｂ】思考・判断・表現
・グループワーク②にて伝えるべき内容を明確に伝えている。
・数ある分析方法の中から、企業を分析するための重要項目を考察し、精査している。
【Ｃ】主体的に学習に取り組む態度
・アイデアを創出しようとしている。
・協働してグループの活動に貢献しようとしている。
  ・振り返りにより、今回の学習を今後に生かそうとしている。

■留意事項
　・難しい内容なので、グループワーク中、教員は意見共有が行われているかを観察し、意見が出ていないグループがあればアドバイスを行い、議論が活発になるよう努める。
・最終的に選んだ四つか五つ程度の分析方法は次回のビジネスプレゼンテーションの企業分析で使う指標とすることを伝える（よって、次回のビジネスプレゼンテーションのグループは２時間目のグループでプレゼンテーションを行う）。
・財務諸表分析で企業を分析する場合は、科目「財務会計Ⅰ」の教科書を参考に使うとよい。


■授業運営の詳細
＜１時間目＞
	【授業の大枠】
＜講義＞
・ＥＤＩＮＥＴを活用し、有価証券報告書を閲覧する方法を指導する（ネットワークによってはＥＤＩＮＥＴでの閲覧が難しい場合もあるので、その場合は企業ホームページのＩＲ情報から有価証券報告書を閲覧する）。
・有価証券報告書の見方について説明する。
＜グループワーク①＞
・グループワーク①では７人程度のグループを６グループつくる。有価証券報告書の分析箇所は３か所とし、２グループが同じ箇所を担当する。
・ワークシートの手順に従って、担当箇所で企業分析に使える箇所を見つける。
　（数を多く出す）。
・次回のグループワーク②（ジグソー法）にて説明ができるようにグループ内でまとめる（スプレッドシートに記入）。


※以下の　　部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
１　導入（５分）
　・それでは、今回は有価証券報告書を活用した企業分析と題して学習を行っていきます。この学習は次の「ビジネスプレゼンテーション」にも関連していきます。また、企業分析をする上でこの有価証券報告書は非常に活用できます。その活用方法についてみんなで考えていきましょう。
　・まず質問ですが、有価証券報告書を実際に見たことがある、読んだことがある人は手を挙げてください。
　・挙手をさせ、どこで見たのかを聞く。見たときに感じたことを聞いてもよい。
　・それでは教材を配付します。この教材に沿って有価証券報告書について学んでいきましょう。
　・教材のみを配付する。グループワーク①②のシートは後ほど配付する。

２　有価証券報告書についての講義（15分）
　・教材に従って、有価証券報告書について説明していく。
　・それでは、配付したプリントを見てください。まず、タイトルですが、「有価証券報告書を活用した企業分析　～有価証券報告書は企業分析の宝庫～」と書いてあります。皆さんは企業分析方法の１つとして「財務会計Ⅰ」で財務諸表分析について学びました。しかし企業を分析する上で、財務諸表分析のみで分析するのではなく、企業の経営方針、戦略、リスクに対する考え方、従業員、子会社の状況など幅広い視野で企業を分析する必要があります。その時にこの「有価証券報告書」が活用できるんですね。この有価証券報告書はある企業では300ページほどあります。それだけその企業の多くの情報が入っているんですね。このような理由から教材のタイトルには「有価証券報告書は企業分析の宝庫」と書いてあります。その宝庫を「宝」とするためにも皆さんで有効な活用方法を見つけるのが今回の目的です。
　・それではまず、有価証券報告書について学習していきます。教材を見てください。
・１　有価証券報告書とは？？
「有価証券報告書は、上場企業が株主や投資家に対して、その会社の経営状況や財務状況を詳しく説明するための書類です。日本の法律に基づいて、証券取引所に上場している会社は毎年この報告書を提出する義務があります。」この文章から分かるように、上場企業は毎年、有価証券報告を提出する義務があります。
・２　有価証券報告書には何が書かれているの？？
　　「日本の証券取引所や金融庁が定める規則に従って、有価証券報告書は統一されたフォーマットで作成されます。これにより、各企業の報告書は一貫した形式で情報が提供されるため、比較が容易になります。基本的にどの企業も以下の内容が書かれています。」ここで大切なのは「統一されたフォーマットで作成されている」ということです。統一したフォーマットで作成しているので他社との比較ができるということです。次に何が書いてあるのかを確認します。
（１）企業の概況・・主要な経営指標の推移（売上や営業利益、自己資本比率や従業員数など）
　　　　 沿革（企業の歴史）、事業の内容、関係会社の状況、従業員の状況。
（２）事業の状況・・経営方針・経営環境及び対処すべき課題、サスティナビリティ―に関する考え方、事業等のリスク、経営者による財政状態及び経営成績及びキャッシュフローの状況、経営上の重要な契約、研究開発活動。
（３）設備の状況・・設備投資等の概要、主要な設備の概要、設備の新設・除却等の計画。
（４）提出会社の状況・・株式等の状況、自己株式の取得等の状況、配当政策、コーポレートガバナンスの概要。
（５）経理の状況・・連結財務諸表（親会社とその子会社、関連会社を含めたグループ全体の財務状況をまとめたもの）、財務諸表等（子会社等を除いた、個別の会社（親会社のみ）の財務状況をまとめたもの）。
（６）提出会社の株式事務の内容
（７）提出会社の参考情報
このようなことが書いてあります。
・３　各企業の有価証券報告書はどうやって見ることができるの？？有価証券報告書をどのように取得するのかを説明していきます。タブレット端末を準備してください。
・タブレット端末で実際に操作をさせながら説明していく。
・有価証券報告書を取得する方法の１つ目としてＥＤＩＮＥＴを用いる方法があります。
①インターネットの検索でＥＤＩＮＥＴと入力します。そうするとＥＤＩＮＥＴのサイトが出てくるのでそれをクリックします。
②「提出者／発行者／ファンド／証券コード」に検索したい企業名を入れましょう。例えば「イオン」とか「トヨタ自動車」とか。しかし、「イオン」と入れると「イオンディライト」や「イオン北海道」「イオンモール」なども出てくるので注意してください。
③ 書類種別」は「有価証券報告書」に☑を入れましょう。
④ 以上の①～③をすると有価証券報告書が出てきますが、「四半期報告書」（３か月ごとに企業が報告する書類）や「半期報告書」（半年ごとに企業が報告する書類）も出てきますが、今回検索したいのは「有価証券報告書」になるので注意してください。
・次に各企業のホームページから検索する方法について説明します。
　　① インターネットの検索で「企業名　有価証券報告書」（例えば、イオン　有価証券報告書）などと入力するとたいてい出てきます。こちらも四半期報告書や半期報告書も出てきますので注意してください。それでは一度、「イオン　有価証券報告書」で検索してみましょう。すぐに出ますね。この２通りで有価証券報告書を取得するといいでしょう。
　
３　ジグソー法でのグループワーク　その１（28分）
　・有価証券報告書の取得方法を学びましたので、今回のグループワークに移ります。今回の目的は、有価証券報告書から企業分析に使えそうな箇所を探し出すことです。先ほども言いましたが、有価証券報告書は企業分析の宝庫です。それでは、その宝庫の中の何を見れば他社との違いが比較できるのか、該当の企業の戦略が分かるのか。そういうものを今回は探してほしいです。有価証券報告書は、ページ数が多いですので今回はグループで分担して、有価証券報告書で企業分析に活用できそうな項目を探してもらいます。
・教材を見てください。今回はオリエンタルランドの有価証券報告書を分析していきましょう。それでは質問ですが、オリエンタルランドは何を経営している会社でしょうか。
・挙手して答えさせる。
・そうですね、ディズニーランドですね。皆さんに馴染みが深いと思いますので、オリエンタルランドの有価証券報告書を使用します。それでは先ほどの手順でオリエンタルランドの有価証券報告書報告書を取り出してみましょう。
・有価証券報告書を取り出すためには、おそらく「オリエンタルランド　有価証券報告書」で検索し、オリエンタルランドのＨＰから取得する方がスムーズであると考えられる。いつの有価証券報告書を取り出すのかを明確に指示する。
・はい、オリエンタルランドの有価証券報告書を検索することができましたね。それではグループ学習に入っていきます。今回は６グループ作ります（人数が少ない場合は３班作る）。
・それでは、グループごとに分かれてください。
・はい、分かれましたね。それでは、今から行うことを説明します。教材の４を見てください。先ほども言いましたが、今回は分担して有価証券報告書で企業分析に活用できそうな項目を探してもらいます。教材の四角の中を見てください。
・１班と４班は有価証券報告書の（１）「企業の概況」から企業分析に使える箇所を探してください。例えば、「経営指標の推移」から売上高や経常利益が増加しているかを企業分析で使う。「従業員の状況」から平均年間給与を見て、給料が多ければ従業員の満足につながりやめる人が減る。やる気が出る。そのような企業は成長しやすいと考えられる。こんな感じで形で探してみてください。
・次に２班と５班は有価証券報告書の（２）「事業の状況」から企業分析に使える項目を探してください。例えば、「経営方針」から企業の経営方針を見る。経営方針がすばらしい企業は成長する。「事業等のリスク」からリスク管理についてどのように考えているかを見る。リスク管理ができている企業は、突発的な出来事にも対処できる。こんな感じで探してください。
・３班６班は有価証券報告書の（３）「設備の状況」と（４）「提出会社の状況」から企業分析に使えそうな項目を探してください。例えば、「設備の新設」から新しい設備（アトラクションやホテル等）を入れると、それを目当てにお客さんが来場し、売り上げが上がることが予想される。こんな感じで考えてください。
　・そして、次回はこの班を解体し、教材の２時間目の班のように分かれます。何をしたいのかと言うと、今回それぞれの班で出たアイデアを他の班の人に共有してください。教材の２時間目の班の左の①～⑥の番号が書いてあるところを見てください。この①と④の人は、（１）「企業の概況」で企業分析に使えそうな項目を調べています。それを②③⑤⑥の人に教えてください。次に②⑤の人は（２）「事業の状況」から企業分析に使える項目を調べています。それを①④⑤⑥の人に教えてください。こんな感じで今回はそれぞれの箇所の専門家になり、次回はそれを他の人に教えるということです。ですので、全員がきちんと説明できるようにしなければならないということです。それを達成させるためにもこれからのグループ学習頑張ってください。
　・別添「6_2グループワーク①共有シート」について説明する。これは印刷して紙媒体で配付してもいいが、教材作成者の推奨はTeamsのTeamにアップし、全員で共同編集するということである。メリットとして、印刷の手間がかからない、Teamsの共同編集という機能について学ぶことができる、次回の説明時に説明しやすいなどが挙げられる。
　・それでは皆さんTeamsのこの授業のTeamの上にある「ファイル」を見てください。ここに「6_2グループワーク①共有シート」があります。これを開いてください。それぞれのアイデアはここに入力してください。下にタブがありますが、自分の班のタブを使い、ここに入力してください。やることは理解できましたか。それでは始めてください。
　・できる限り多くの時間を取りたいが、今回の単元を２時間で完了させる場合、１時間目の調べ学習に時間をあまり割くことができない。その場合は家庭学習とする。授業時間に余裕があれば、別日に１時間調べる時間を設けるとよい。

４　次回の授業に向けた指示（２分）
　・それでは、次回はそれぞれの班で出た、有価証券報告書を活用して企業分析できそうなアイデアを他の班の人に説明をしてもらいます。一人一人がしっかりと説明ができるよう準備をしてきてください。



＜２時間目＞
	【授業の大枠】
＜ジグソー法＞
・グループワーク①でのメンバーがそれぞれ別れ、７つのグループを作る。グループワーク①で出た分析方法について説明する（各班同じ項目を担当している生徒が２名いるので、２名で協力して説明する）。
・全ての説明が終わった後、よりよく企業分析する方法を精査し、最終的に四つか五つほどに絞る。こちらは次回のビジネスプレゼンテーションの企業分析で使う指標とする。
＜振り返り・気付きの共有＞
・１時間目の終わりに、グループワーク①で出た分析方法についてスプレッドシートに記入する。
・２時間目の終わりに、最終的に精査された四つか五つほどの分析方法をスプレッドシートに記入する。





※以下の　　部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
１　導入（４分）
　・事前準備として、２時間目の班をあらかじめ教員側で作成しておく（別添教材「有価証券報告書を活用した企業分析」グループワーク①）のプリントの一番下の図を参考とする）。この班は、次回の単元であるビジネスプレゼンテーションの班とする。よって、班作成をするときはそのことも念頭において行う。
　・それでは、今回は前回の班で調べたことを他の人に教えていく時間とします。先生の方でグループを決めました。まずは、そのグループに分かれましょう。
　・座席表を作成するなどしてグループが分かるようにしておく。
　・それでは、グループになったと思いますが、実はこのグループが次回の単元である、ビジネスプレゼンテーションのグループとなります。よって、このメンバーは仲間となります。仲間がきちんと理解できるように、前回のグループで考えた内容を説明してください。

２　事前打ち合わせ（10分）
　・教材６・７・８ページ目の「グループワーク②（２時間目）」のプリントを配付する。なお、教材の８ページ目のプリントについてはエクセルで共有できるよう別添で「6-3【上級】グループワーク②最終決定分析方法」を用意している。教材作成者の推奨としてはこれをTeamsのTeamにアップし、全員で共同編集する（前時の別添「6_2グループワーク①共有シート」と同様である）。
　・ここでの事前打ち合わせとは、前時の１班と４班の生徒は（１）「企業の概況」、２班と５班の生徒は（２）「事業の状況」、３班と６班の生徒は（３）「設備の状況」と（４）「提出会社の状況」について調べている。同じ箇所を調べた生徒同士（２名）で、前時の班でアイデアを出した企業分析に使えそうな項目について確認し、班員が理解できるような説明の準備を行う。１つの項目につき５分で説明することも伝える。この単元を学ぶ生徒が少なく、１・２・３班の班のみしかない場合は、この事前打ち合わせは省略する。
　・それでは、まず事前打ち合わせを行います。今のグループですが、前時に同じ項目を調べた人がいますね。前時の１・４班の人は（１）「企業の概況」、２班と５班の人は（２）「事業の状況」、３班と６班の人は（３）「設備の状況」と（４）「提出会社の状況」について調べていますね。同じ項目を調べています。まずは他の人に説明する前に、前回でたアイデアをどのように伝えれば、他の人が理解できるかを打ち合わせしてください。例えば、同じアイデアはまとめる、違うアイデアは皆が理解できるような形に整えてください。また、次のグループ共有では各項目５分で説明してもらいます。全部で三つの項目があるので合計15分です。そのことも頭に入れ打ち合わせをしてください。それでは今から８分間の時間を与えますので、打ち合わせを行ってください。

３　グループ共有（16分）
　・それでは今からグループ共有を行います。まずは前回の授業の１・４班さんから説明し、その後、前回の授業の２・５班さん、最後に３・６班さんが説明をしてください。時間は全部で15分です。聞く人は、先ほど配付したプリントに書き込みながら聞いてください。それでは始めてください。

４　ビジネスプレゼンテーションに向けた企業分析方法の決定（18分）
　・ここでは次回の単元であるビジネスプレゼンテーションについて、今回の単元が次回の単元にどのように関係するのかを明確にしてから企業分析方法を決定させる。
　・それでは、前回のグループがどのようなアイデアを出したのかを、皆さんで共有することができました。それでは、先ほども言いましたが今の班は次回のビジネスプレゼンテーションの班になります。次回のビジネスプレゼンテーションでは「地元企業をＰＲし、自社の株式を購入してもらおう」というテーマで発表をしてもらいます。皆さんは地元のある企業（例えばトヨタ自動車とかココ壱番屋など）の社員になったつもりで、投資家さんに向けて自社の株式を購入してもらうようＰＲをします。まずは２社を候補に挙げてもらいますが、最終的に１社に絞り、発表をしてもらいます。その絞り込みの過程で、今回皆さんにアイデアを出してもらった、有価証券報告書を用いた企業分析を行います。エクセルの「6-3【上級】グループワーク②最終決定分析方法」を見てください。先ほど皆さんで共有した有価証券報告書を用いた企業分析方法から４つか５つ程度、次回の企業分析に使う項目を今から話し合いで決めてください。時間は15分間です。エクセルに「企業分析に使う分析方法」と「なぜ企業分析に使うと決定したのかの理由」を入力してください。それでは始めてください。

５　クロージング（本時の学習の結晶化）（２分）
　　本教材の作者は以下のようなクロージングを想定しています（クロージングの方法はこの限りではありません）。よろしければ参考にしてください。
　・今回の単元では有価証券報告書を活用して、企業分析に使えそうな項目のアイデアを皆さんに出してもらいました。企業分析は財務諸表分析だけではありません。多面的・多角的に企業を分析することが大切です。その分析方法の１つとして、企業の情報が多く記載されている有価証券報告書を活用することができます。まさに企業分析をするための宝庫です。この学習を通して学んだことを、就職先を分析するときにぜひ活用してもらえればと思います。ちなみに、一般の人が有価証券報告書を閲覧できるのは上場企業のみとなります。非上場企業の有価証券報告書は閲覧することができないので、就職活動の際は注意してください。それでは、次の単元はビジネスプレゼンテーションです。さまざまな角度から企業を分析し説得力のある発表を行いましょう。
　・最後に、今回のグループワーク①とグループワーク②のプリントを提出してください。
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